
昭
和
六
十
二
年
、
平
等
寺
の

本
堂
・
鐘
楼
堂
・
鎮
守
堂
・
寺

務
所
と
悲
願
の
再
建
が
進
み
、

こ
の
時
に
は
榛
原
の
松
塚
建
設

株
式
会
社
様
に
お
世
話
に
な
り
、

平
成
十
六
年
の
釈
迦
堂
二
重
の

塔
の
再
建
は
桜
井
の
瀧
川
寺
社

建
築
株
式
会
社
様
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
年
の

大
和
郡
山
城
主
本
多
公
菩
提
寺

久
松
寺
の
再
建
は
大
和
郡
山
の

藤
本
建
設
株
式
会
社
様
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
度
の
多
武
峰

妙
楽
寺
本
堂
再
建
は
資
金
的
に

無
理
な
面
が
あ
り
、
私
の
友
人
、

熊
本
慈
泉
院
様
の
檀
家
で
あ
る

石
黒
建
築
様
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
間
、
一
貫
し
て

材
木
の
面
で
ご
奉
仕
頂
い
た
の

が
今
日
平
等
寺
護
持
会
長
を
お

つ
と
め
頂
い
て
お
り
ま
す
佐
藤

和
彦
様
の
天
理
の
佐
藤
木
材
株

式
会
社
様
で
あ
り
ま
す
。

か
の
京
都
宇
治
の
萬
福
寺
の

鉄
眼
禅
師
は
お
釈
迦
様
の
一
切

経
の
開
版
を
志
し
、
十
六
年
間

の
勧
進
托
鉢
を
通
し
て
大
偉
業

を
な
し
と
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
に
一
貫
し
て
禅
師
を
さ
さ

え
ら
れ
た
の
が
、
托
鉢
を
は
じ

め
た
最
初
の
日
、
五
条
の
橋
の

上
で
バ
ッ
タ
リ
出
会
っ
た
若
い

お
武
家
様
、
溝
口
源
左
衛
門
信

勝
で
あ
り
ま
し
た
。
後
に
吉
野

山
の
代
官
に
出
世
し
て
吉
野
全

山
の
桜
の
樹
を
伐
採
し
て
六
万

枚
の
版
木
が
で
き
、
日
本
に
お

け
る
最
初
の
大
蔵
経
が
で
き
た

の
で
す
。

世
の
中
は
何
事
も
人
と
人
と

の
結
び
つ
き
で
す
。

こ
の
度
の
多
武
峰
妙
楽
寺
の

再
建
は
五
十
年
来
の
念
願
で
あ

り
ま
し
た
。
同
じ
桜
井
市
内
で

廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
廃
寺
に
な
っ

た
の
は
平
等
寺
と
妙
楽
寺
で
す
。

四
年
前
、
大
本
山
永
平
寺
副
監

院
を
つ
と
め
て
お
り
ま
し
た
折

に
、
妙
楽
寺
は
永
平
寺
の
ご
開

山
道
元
禅
師
様
の
御
祖
父
・
藤

原
基
房
公
が
三
重
塔
を
寄
進
さ

れ
た
寺
で
、
永
平
寺
の
二
代

弧
雲
懐
奘
禅
師
、
三
代

義
介

禅
師
、
四
代

義
演
禅
師
様
方

が
ご
修
行
さ
れ
た
寺
で
あ
り
、

再
建
の
思
い
を
福
山
禅
師
様
に

お
話
申
し
あ
げ
て
奈
良
に
帰
り

ま
し
た
。

す
ぐ
に
多
武
峰
妙
楽
寺
の
跡

地
を
ど
な
た
か
に
お
譲
り
頂
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
幸
い
に

三
輪
の
三
杉
不
動
産
の
田
中
司

郎
様
に
お
願
い
し
、
多
武
峰
の

橘
茂
雄
様
よ
り
妙
楽
寺
本
坊
・

青
蓮
院
宮
跡
地
五
〇
〇
坪
を
お

譲
り
頂
く
こ
と
が
で
き
た
の
で

し
た
。
こ
の
田
中
司
郎
様
は
再

建
に
向
け
て
一
貫
し
て
ご
尽
力

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
境
内
隣
地

の
辻
本
良
夫
様
、
上
杉
忍
様
に

は
特
に
ご
協
力
頂
き
、
今
日
の

再
建
が
で
き
た
の
で
す
。

多
武
峰
妙
楽
寺
は
大
化
の
改

新
三
十
四
年
後
の
六
七
九
年
、

藤
原
鎌
足
公
長
男

定
慧
和
尚
、

二
男

藤
原
不
比
等
公
に
よ
り

創
建
さ
れ
た
お
寺
で
あ
り
ま
す
。

深
い
仏
教
信
仰
の
心
に
も
と
づ

い
て
開
か
れ
た
大
叢
林
で
あ
り

ま
す
。
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
、

絆
が
、
そ
の
あ
た
た
か
さ
が
、

人
の
世
の
平
和
の
も
と
い
と
な

り
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
昨
年
来
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
、

十
分
に
ご
自
愛
頂
き
ま
す
よ
う
、

皆
様
の
ご
清
福
と
ご
安
寧
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

合
掌

平
等
寺
だ
よ
里

発 行
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多
武
峰
妙
楽
寺
の
再
建

人
と
人
と
の
結
び
つ
き

住
職

丸
子

孝
法

「とうのみね みょうらくじ」
明治４年の廃仏毀釈より150年ぶりの再建

落慶法要 令和３年11月３日予定（コロナ禍は内献）
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多武峰妙楽寺 全山図（妙楽寺本堂右側襖絵）

仏教を伝えられた各宗の祖師（妙楽寺本堂左側襖絵）

佐藤会長と木材塗装に河内大典さん、妙幸、孝仁、寛仁、竜輝が協力 天井絵図（妙楽寺本堂天井に150枚）



12
年
間
英
国
に
住
み
、
少
し

の
間
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
に
住
み
、
他
の
様
々

な
国
に
旅
を
し
ま
し
た
。
現
在

は
横
浜
在
住
で
す
が
、
C-

19

騒
動
が
収
束
す
れ
ば
ま
た
海
外

に
出
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
旅
の
途

中
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
を
振
り

返
り
、
お
題
「
世
界
中
で
音
楽

等
を
通
じ
て
交
流
し
た
こ
と
や

感
じ
た
こ
と
」
に
沿
っ
て
、
主

に
一
番
長
く
住
ん
だ
ロ
ン
ド
ン

で
の
出
来
事
を
書
き
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
と
違
う

・
世
人
が
実
し
や
か
に
語
る
こ

と
や
、
フ
ワ
ッ
と
共
有
さ
れ
て

い
る
紋
切
り
型
の
常
識
は
、
真

実
で
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、

真
実
は
自
分
で
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
食
事
が

不
味
い
」
英
国
で
、
私
は
、
世

人
の
い
う
ほ
ど
悪
く
な
い
、
豊

か
な
食
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

種
類
豊
富
な
欧
州
産
チ
ー
ズ
、

ク
リ
ー
ミ
ー
な
牛
乳
、
水
分
控

え
め
で
引
き
締
ま
っ
た
野
菜
果

物
、
新
鮮
な
魚
や
肉
が
手
に
入

るH
a
r
r
o
d
s

の
フ
ー
ド
コ
ー
ト

を
思
い
出
す
。

・
「
お
そ
ロ
シ
ア
」
な
ど
と
言

わ
れ
る
ロ
シ
ア
で
会
っ
た
人
々

は
極
め
て
親
切
で
人
情
深
か
っ

た
。

・
「
幸
福
度
の
高
い
北
欧
」
な

は
ず
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
政

府
か
ら
支
援
を
受
け
な
が
ら
も

政
府
を
敵
対
視
し
、
「
陰
謀
論
」

を
信
じ
る
人
々
に
多
数
会
っ
た
。

楽
し
い
街

・
最
初
に
ロ
ン
ド
ン
に
訪
れ
た

際
、
レ
コ
ー
ド
屋
が
沢
山
あ
り
、

ま
る
で
自
分
の
た
め
に
存
在
す

る
街
だ
と
思
い
、
住
む
こ
と
を

決
め
た
。
住
み
始
め
た
ば
か
り

の
頃
、
古
く
て
重
厚
な
石
・
煉

瓦
造
り
の
街
並
み
や
、
街
中
に

あ
る
広
く
壮
麗
で
緑
豊
か
な
美

術
館
の
よ
う
な
公
園
や
、
春
・

夏
の
美
し
い
天
候
に
感
動
し
て
、

「
天
国
か
」
と
思
っ
て
い
た
。

・
街
角
で
友
人
た
ち
と
立
ち
話

を
し
て
い
た
ら
モ
デ
ル
ス
カ
ウ

ト
さ
れ
、Carnary

Warf

と
い

う
埋
立
地
（
東
京
で
い
う
お
台

場
？
）
の
高
層
ビ
ル
で
米
銀
行

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
用
の
撮
影
に

呼
ば
れ
日
給
4
万
円
だ
っ
た
。

・
友
人
に
誘
わ
れ
ラ
グ
ビ
ー
ク

ラ
ブ
に
入
り
練
習
や
試
合
に
出

る
。
試
合
後
に
ビ
ー
ル
を
浴
び

る
ほ
ど
飲
み
、
イ
タ
リ
ア
人
と

フ
ラ
ン
ス
人
と
肩
を
組
み
、
ど

う
い
う
わ
け
か
イ
タ
リ
ア
の
軍

歌
を
歌
っ
た
の
は
良
き
思
い
出
。

・
語
学
交
換
で
募
集
し
た
フ
ラ

ン
ス
人
、
ド
イ
ツ
人
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
系
イ
ギ
リ
ス
人
、
ロ
シ
ア

人
、
ル
ー
マ
ニ
ア
人
等
と
デ
ー

ト
し
て
い
た
。

ロ
シ
ア

・
ロ
ン
ド
ン
の
語
学
学
校
で
出

会
っ
た
友
人
を
訪
ね
ロ
シ
ア
・

ウ
ラ
ル
地
方
のEkaterinburg

に
旅
行
。
そ
こ
で
出
会
し
た
別

の
友
人
に
別
荘
に
招
待
さ
れ
夏

に
同
地
を
再
訪
す
る
。

・
翌
年
の
冬
に
、
そ
の
友
人
に

会
い
にEkaterinburg

再
訪
。

マ
イ
ナ
ス
30
度
越
え
の
世
界
を

体
験
す
る
。
寒
い
と
言
う
よ
り

皮
膚
が
ヒ
リ
ヒ
リ
す
る
。

音
楽
の
街

・
音
楽
を
無
料
で
演
奏
で
き
る

場
所
（
飲
食
店
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

等
）
が
多
い
。
英
国
か
ら
著
名

な
音
楽
家
が
多
く
輩
出
し
て
い

る
理
由
の
一
つ
だ
ろ
う
。
逆
に
、

我
国
の
よ
う
に
演
奏
す
る
の
に

お
金
が
か
か
る
場
所
し
か
な
い

の
は
象
徴
的
で
、
世
界
的
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
現
れ
な
い
の
も
無

理
は
な
い
と
思
わ
せ
る
。

・
か
つ
てJimi

Hendrix

やBo
b
Marley

も
演
奏
し
た
と
い
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィFinsbury

Par
k
Art

Club

で
、
他
の
音
楽
家

や
芸
術
家
と
共
に
音
楽
活
動
を

し
た
。
ド
ラ
マ
ー
の
ジ
ャ
マ
イ

カ
系
イ
ギ
リ
ス
人
は
か
のSex

Pistols

のJohn
Lydon

の
幼

な
じ
み
で
彼
の
ボ
デ
ィ
ガ
ー
ド

も
し
た
と
言
う
。

自
由
主
義
の
牙
城

・
国
際
関
係
論
専
攻
の
学
部
卒

業
後
に
国
際
政
治
経
済
研
究
者

に
な
り
た
い
と
思
い
、Think-

Tank

（
政
策
立
案
・
提
言
を
業

務
と
す
る
研
究
機
関
）
の
集
ま

り
に
複
数
回
参
加
し
た
が
、
誉

高
い
そ
れ
らThink-Tank

組
織

が
、
表
向
き
は
自
由
市
場
主
義

を
推
進
・
擁
護
す
る
機
関
と
し

て
振
る
舞
い
な
が
ら
も
、
そ
の

実
、
タ
バ
コ
産
業
な
ど
時
代
遅

れ
で
現
代
的
な
価
値
観
を
反
映

し
な
い
産
業
か
ら
資
金
提
供
を

受
け
る
政
治
ロ
ビ
ー
活
動
団
体

で
あ
る
こ
と
が
判
り
、
幻
滅
し

た
。
た
だ
こ
れ
は
こ
れ
で
筋
は

通
っ
て
い
る
し
、
今
は
、
世
界

の
カ
ラ
ク
リ
を
垣
間
見
た
、
善

悪
の
彼
方
の
興
味
深
い
体
験
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。

英
語

・
事
実
上
のL

i
n
g
u
a

F
r
a
n
c
a

（
世
界
共
通
語
）
で
あ
る
英
語

の
発
祥
地
で
あ
る
英
国
で
英
語

を
学
べ
て
良
か
っ
た
。
文
科
省
、

国
連
等
に
よ
る
と
、
２
０
２
０

年
現
在
、
英
語
を
公
用
語
・
準

公
用
語
と
し
て
い
る
54
カ
国
の

総
人
口
は
21
億
人
。
日
本
語
の

み
使
用
す
る
場
合
に
比
べ
、
約

16
倍
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
可
能
な
人
口
が
い
る
。
こ
れ

は
私
事
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
学
術
等

で
相
手
に
で
き
る
世
界
が
16
倍

大
き
い
、
と
い
う
こ
と
。

字
数
制
限
も
あ
り
、
ざ
っ
と

書
き
出
し
た
こ
と
の
一
部
を
俳

句
の
よ
う
に
語
を
切
り
詰
め
て

書
く
作
業
は
思
い
の
外
楽
し
い

も
の
で
し
た
が
、
こ
の
辺
り
で

筆
を
置
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
で
は
、
ま
た
旅
を
続
け
よ

う
と
思
い
ま
す
。
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小
泉
陽
平/

G
e
m
i
n
i

F
r
o
m

E
a
r

th
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

小
泉
陽
平/

G
e
m
i
n
i

F
r
o
m

E
a
r

th

（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

「g
e
m
i
n
i

f
r
o
m

e
a
r
t
h

y
o
h
e

i

」
でG

o
o
g
l
e

検
索
す
れ
ば
1

月
に
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
で
撮

影
し
た
音
楽
ビ
デ
オ
が
ご
視
聴

い
た
だ
け
ま
す
。



【
一
月
】
一
～
三
日

修
正
会

十
一
日
十
三
時
初
護
摩
会

【
二
月
】
三
日

星
祭
会

十
五
日

六
時

涅
槃
会

【
三
月
】
二
十
日

彼
岸
会

【
四
月
】
四
日

十
時

大
護
摩
会

花
祭
り
「
ち
ご
お
ね
り
」
募
集

【
七
月
】
上
旬

本
山
研
修
会

十
一
日
八
時

作
務
の
日

下
旬

子
供
坐
禅
の
集
い

【
八
月
】
一
日

最
勝
会

二
十
三
日
十
三
時

地
蔵
会

【
九
月
】
二
十
三
日

彼
岸
会

【
十
月
】
下
旬

県
梅
花
大
会

【
十
二
月
】
一
～
八
日

朝
六
時

摂
心
会
並
び
に
成
道
会

上
旬

歳
末
托
鉢
行

二
十
一
日
十
四
時
終
護
摩
会

三
十
一
日

除
夜
の
鐘

一･

十
五
日
六
時

祝
祷
朝
課

一
日
十
四
時(

行
事
は
別)

梅
花
講

二
十
四
日
十
四
時

水
子
供
養

二
十
八
日
十
四
時

護
摩
会

（
一
・
四
・
十
二
月
は
右
記
参
照
）

日
曜
日
六
時
半

坐
禅
会

背
中
に
白
い
ハ
ー
ト
マ
ー
ク

の
猫
「
ハ
ー
ト
」
は
普
段
は
お

と
な
し
い
の
で
す
が
、
走
る
と

早
い
で
す
。
ピ
ン
ク
の
鼻
が
チ
ャ
ー

ム
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
赤
い
お
堂

を
背
景
に
撮
影
す
る
と
イ
ン
ス

タ
映
え
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

エ
サ
は
勝
手
に
あ
げ
な
い
で
く

だ
さ
い
ね
。

曹
洞
宗
布
教
師
の
「
心
の
法

話
」
が
電
話
で
聞
け
ま
す
。

０
１
２
０
５
０
８
７
４
０

お
寺
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
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年
間
行
事
予
定

三
輪
山
裏

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
誰

が
ど
こ
で
感
染
し
て
も
お
か
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
感
染
し
た
か

ら
と
い
っ
て
差
別
す
る
こ
と
な

く
、
全
て
の
い
の
ち
を
大
切
に

す
る
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

来
年
は
水
平
社
創
立
百
周
年

を
迎
え
ま
す
。
今
も
様
々
な
差

別
が
あ
り
ま
す
が
、
手
を
取
り

合
っ
て
平
等
な
社
会
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。

孝
仁
合
掌

月

間

行

事

予

定

テ

レ

ホ

ン

法

話

ご

案

内

ハ
ー
ト
が
行
く
②

不
動
堂
周
辺
の
木
を
伐
採

不
動
堂
の
雨
漏
り
が
、
周
辺
の
木
の
枝
葉
が
瓦

の
隙
間
に
入
り
込
む
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
た
め
、

三
輪
山
平
等
寺
護
持
会
に
て
伐
採
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
川
五
郎
ラ
イ
ブ
in
さ
く
ら
い
６
th

十
月
二
十
九
日
に
境
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
川
五
郎
さ
ん
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
本
堂

前
で
、
平
和
、
愛
、
平
等
、
人
間
へ
の
共
感
を
自

分
を
さ
ら
け
出
し
て
歌
う
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

ま
た
来
年
も
桜
井
市
内
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

談山神社の宮司が多武峰妙楽寺・地鎮祭のご祈祷をしてくださいました。


